
人
生
の
価
値
は
、
自
分
以
外
の

人
間
を
ど
れ
だ
け
幸
せ
に
し
た
か

で
決
ま
る
も
の
で
す
。

人
口
が
減
少
す
る
日
本
の
問
題

を
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
、
未

来
が
な
い
と
言
い
切
れ
ま
す
。

敗
戦
後
、
団
塊
の
世
代
（
６

０
代
）
が
今
日
の
基
礎
労
働
力

を
支
え
て
き
ま
し
た
。

量
的
変
化
が
質
的
変
化
の
発
展

の
逆
流
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

世
界
の
頂
点
を
極
め
る
の
は
簡

単
で
す
。
ま
だ
米
国
の
よ
う
に

ピ
ー
ク
を
超
え
た
国
で
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
自
体
に
世
界
的
な
使
命
、

天
分
が
あ
り
ま
す
。
政
治
家
・

官
僚
に
ま
か
せ
た
結
果
、
先
進

国
で
唯
一
我
が
国
だ
け
人
口
が

減
っ
て
い
る
の
で
す
。
韓
国
、

中
国
に
飲
み
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
債
発
行
で
公
共
投

資
や
米
国
債
購
入
で
は
日
本
の

復
活
は
あ
り
得
な
い
。
米
国
や

中
国
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
を
利
す

る
だ
け
で
す
。

日
本
が
人
類
の
指
導
者
に
成

る
目
標
が
戦
後
政
権
に
一
切
な

い
と
言
い
切
れ
ま
す
。

新
時
代
を
主
導
す
る
意
識
も
意

欲
が
何
も
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

現
政
権
は
国
民
を
基
本
に
せ
ず
、

政
策
の
主
体
は
、
敗
戦
か
ら
大
企

業
優
先
で
あ
り
ま
す
。

人
口
が
増
え
る
は
ず
が
無
い
の
で

す
。
国
力
の
「
土
台
」
を
減
少
さ
せ

て
国
に
未
来
が
あ
る
筈
が
な
い
。

憲
法
改
正
の
前
に
す
べ
き
政
策

は
、
実
に
簡
単
な
こ
と
で
す
。

日
本
の
国
力
増
加
は
欧
米
に
取
っ

て
は
脅
威
な
の
で
す
か
。

ニ
ク
ソ
ン
の
よ
う
に
米
国
は
簡
単
に

ハ
シ
ゴ
を
外
し
ま
す
。
利
用
価
値
が

あ
る
限
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
シ
ャ
ブ
リ
尽

く
し
ま
す
。

人
も
会
社
も
国
も
成
長
し
な
い
の

は
堕
落
で
す
。
問
題
（
人
口
増
加
）

が
な
い
の
は
、
分
か
っ
て
い
て
も
手

を
打
て
な
い
滅
び
の
美
学
、
民
主

主
義
の
多
数
決
の
毒
、
欠
陥
で
し
ょ

う
。ど

れ
だ
け
投
票
に
行
っ
て
も
、
与

野
党
首
に
見
る
税
を
私
物
化
し
騙

す
ニ
セ
指
導
者
で
は
、
国

民
が
努
力
を
重
ね
て
も

全
く
幸
せ
に
な
れ
ま
せ

ん
。

国
の
衰
退
は
自
然
で
あ

り
ま
す
。
隣
国
の
沈
没
船
長
と
何

処
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

我
が
国
で
、
数
百
年
単
位
の
人

災
を
含
め
未
曾
有
の
大
災
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
指
導
者
が
現
れ
な
い
多

数
決
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
国
憲
法
の

問
題
で
し
ょ
う
か
。

本
当
に
こ
れ
か
ら
世
界
が
幸
せ
に

な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。
人
任

せ
で
、
下
天
は
詐
欺
師
と
、
人
間
の

顔
を
し
た
獣
の
世
界
で
し
ょ
う
。

け
だ
も
の
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今
年
四
月
の
消
費
増
税
と
絡か

ら

め
、
国
家
安
全
保
護
法
（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
、
国
家
秘
密
保
護
法
、
武

器
輸
出
法
、
集
団
的
自
衛
権
の

国
防
４
点
セ
ッ
ト
が
、
ア
ブ
内

閣
の
表
舞
台
に
一
挙
に
遡
上
し

て
い
ま
す
。

三
本
の
矢
、
不
発
の

成
長
戦
略
で
、
唯
一
確

実
な
武
器
輸
出
は
、
多

国
籍
企
業
の
米
国
抜
き
で
あ
り

得
ま
せ
ん
。

金
が
す
べ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
は
、
自
衛
の
た
め
開
発
し

た
日
本
刀
を
美
術
品
に
ま
で
昇

華
す
る
技
術
国
が
、
米
の
「
金
」

と
「
殺
人
」
国
家
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

戦
後
築
き
上
げ
た
武
力
を
解
決

の
手
段
に
し
な
い
と
誓
っ
た
戦

争
放
棄
を
掲
げ
る
国
が
、
理
想

を
溝
に
捨
て
る
に
等
し
い
。

ど
ぶア

メ
リ
カ
は
自
ら
の
戦
争
で

衰
退
し
、
時
代
の
変
化
の
中
、

理
想
を
日
本
に
押
し
付
け
た
が
、

ま
だ
同
盟
国
と
し
て
相
応
し
く

な
い
と
指
導
者
が
判
断
し
て
い

る
為
で
す
。

私
た
ち
日
本
人
の
存
在
と
働

く
意
味
や
価
値
、
生
き
方
が
今

世
界
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
会
社
で
働
く
意
味
、

価
値
を
問
わ
れ
て
い
る
事
と
同

じ
で
す
。

金
だ
け
で
生
き
る
惰
性
の
労
働

者
、
そ
れ
は
社
畜
、
現
代
の
奴

隷
で
し
ょ
う
。

日
本
人
の
使
命
は
、
世
界
で

戦
争
の
無
い
平
和
な
時
代

を
、
共
に
幸
せ
に
生
き
る

事
で
す
。
果
た
し
て
武
器

で
生
き
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

何
の
た
め
死
ぬ
ま
で
、
赤
字
で

も
、
私
た
ち
は
税(

消
費
税)

を

払
い
続
け
る
の
で
し
ょ
う
。
町

会
費
で
し
ょ
う
か
。

領
土
で
、
汗
を
流
し
て
も
、
血

を
流
す
た
め
で
は
な
い
の
で
す
。


